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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

　５月 29 日（月）から６月２日（金）までの５日間、町内４中学校の２年生１３８人が「ト

ライやる ･ウィーク」に参加。町内の 76 事業所で多くの指導ボランティアの皆さんに

ご協力、ご支援をいただきながら仕事を体験し、さまざまなことを学びました。

　生徒を受け入れていただいた事業所の皆さん、指導ボランティアの皆さんには、大変

お世話になりましたことを厚くお礼申し上げます。

　ここで取組の一部をご紹介します。

地域に学ぶ地域に学ぶ

「トライやる・ウィーク」「トライやる・ウィーク」

　

佐
津
郵
便
局
で
は
、
香
住
第
二
中
学
校

の
生
徒
２
人
が
窓
口
で
、
は
が
き
や
切
手

の
販
売
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
切
手
の
販
売
用
の
ポ
ス
タ
ー

作
り
や
電
卓
の
使
い
方
の
練
習
、
お
札
の

数
え
方
な
ど
を
体
験
。
来
客
に
も
丁
寧
に

接
客
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
　

津
葵

あ
お
い

さ
ん
は
「
レ
ジ
に
お
客
さ
ん
の

年
齢
を
入
れ
た
り
、
代
金
を
設
定
し
た
り

す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
。
笑
顔
で
接
客

す
る
よ
う
心
掛
け
た
い
で
す
」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

（
文
、
写
真
…
滝
本
千ち

な

つ夏
）

　

㈱
ト
キ
ワ
で
は
、
香
住
第
一
中
学
校
の

生
徒
３
人
が
営
業
・
製
造
・
箱
詰
め
に
分

か
れ
て
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
絵
手
紙
の
作
成
や
お
酢
を
容

器
に
入
れ
る
作
業
、
商
品
の
箱
詰
め
な
ど

を
体
験
し
ま
し
た
。

　

箱
詰
め
を
し
て
い
た
山
田
将ま

さ

と人
さ
ん

は
「
い
つ
も
見
る
商
品
が
裏
側
で
ど
の
よ

う
な
作
業
を
し
て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
楽
し
か
っ
た
。
お
客
様
の

た
め
に
丁
寧
に
作
業
を
し
た
い
で
す
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

（
文
、
写
真
…
古
家
祥し

ょ
う
た太
）

　

ナ
カ
ケ
ー
香
住
店
で
は
、
香
住
第
一
中

学
校
の
生
徒
２
人
が
棚
の
商
品
の
数
を
数

え
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
野
菜
や
魚
の
袋
詰
め
、
レ
ジ

で
商
品
の
バ
ー
コ
ー
ド
を
通
す
作
業
な
ど

を
体
験
し
ま
し
た
。

　

魚
の
袋
詰
め
を
体
験
し
た
中
島
彩あ

や

か夏
さ

ん
は
「
簡
単
だ
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
実

際
に
や
っ
て
み
る
と
難
し
か
っ
た
で
す
。

丁
寧
に
作
業
を
し
た
い
で
す
」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

（
文
、
写
真
…
川
戸
大だ

い

ち地
）

笑
顔
で
接
客
！

お
客
様
の
た
め
に
！

丁
寧
な
確
認
が
大
事
！

▲切手を販売しました

▲丁寧に箱詰めをしています

▲商品の数を丁寧に数えています

▲切手を販売しました▲切手を販売しました

▲丁寧に箱詰めをしています▲丁寧に箱詰めをしています

▲商品の数を丁寧に数えています▲商商品の数を丁寧に数えていいます
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ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
の

期
間
中
、
香
住
第
一
中
学
校
の

川
戸
大
地
さ
ん
と
古
家
祥
太
さ

ん
、
香
住
第
二
中
学
校
の
滝
本

千
夏
さ
ん
が
役
場
の
業
務
を
体

験
。
そ
の
う
ち
２
日
間
は
、
香

住
区
内
の
各
事
業
所
で
取
材
活

動
を
行
い
、
本
号
２
ペ
ー
ジ
の

一
部
の
記
事
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

取
材
活
動
を
体
験
し
た
滝
本

さ
ん
は
「
カ
メ
ラ
の
使
い
方
が

難
し
か
っ
た
。
話
を
紙
に
書
き

取
る
こ
と
も
ス
ピ
ー
ド
が
追
い

付
か
ず
大
変
で
し
た
」
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

大
平
山
荘
で
は
小
代
中
学
校

の
生
徒
２
人
が
配
膳
の
作
業
を

し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
館
内
の
掃
除
や
部

屋
の
障
子
の
張
り
替
え
、
お
客

様
の
夕
食
の
仕
込
み
や
ス
ッ
ポ

ン
の
皮
む
き
な
ど
を
体
験
。

　

今
井
優ゆ

う
す
け助
さ
ん
は
「
箸
や
お

皿
の
置
き
方
な
ど
、
今
ま
で
気

づ
か
な
か
っ
た
こ
と
や
お
客
様

に
気
持
ち
よ
く
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
心
掛
け
る
こ
と
の

大
切
さ
な
ど
、
た
く
さ
ん
学
べ

ま
し
た
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

　

㈲
田
村
建
築
で
は
香
住
第
一

中
学
校
の
長
谷
川
諒

り
ょ
う

さ
ん
が
大

工
仕
事
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

　

現
場
で
は
、
壁
板
を
は
が
し

た
り
、
釘
を
抜
い
た
り
す
る
作

業
を
体
験
し
て
い
ま
し
た
。

　

椅
子
を
作
る
た
め
、
自
分
で

図
面
を
描
き
、
木
を
切
る
練
習

を
し
て
い
た
長
谷
川
さ
ん
は

「
線
に
沿
っ
て
木
を
切
る
こ
と

は
、
思
っ
て
い
た
よ
り
難
し
い
。

頑
張
っ
て
図
面
ど
お
り
の
椅
子

を
作
り
た
い
」
と
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
村
岡
支

所
で
は
村
岡
中
学
校
の
生
徒
２

人
が
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
福
祉
体

験
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
利
用
者

の
人
と
ゲ
ー
ム
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
し
た
り
、
昼
食
の
配

膳
を
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

利
用
者
の
人
と
カ
ー
ド
ゲ
ー

ム
を
し
て
い
た
中
尾
優ま

さ

み心
さ
ん

は
「
最
初
は
緊
張
し
た
け
ど
、

慣
れ
て
く
る
と
楽
し
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
利
用
者
の
人
の
笑

顔
を
見
る
と
う
れ
し
い
で
す
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

役
場
の
仕
事
に
挑
戦
！

気
持
ち
よ
く
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
！

椅
子
作
り
に
挑
戦
！

笑
顔
が
う
れ
し
い
！

▲広報紙を作成する古家くん、川戸くん、滝本さん（左から）

▲箸やお皿を丁寧に並べています

▲線に沿って木が切れるように練習しています

▲利用者の人と楽しくゲームをしています

▲広報紙を作成する古家くん 川戸くん 滝本さん（左から）

▲箸やお皿を丁寧に並べています

▲線に沿って木が切れるように練習しています

▲利用者の人と楽しくゲームをしています

受け入れ事業所の皆さん、ＰＴＡの皆さんにお聞きました
● 活動を通して、あきらめない力ややりぬく力がつ

いているように感じる。

●大人になる大変さを感じているように思う。

● 命の大切さを感じ、人に優しく接するようになっ

た。

● この活動を機会に、地元で働く意識がつくとうれ

しい。

● あいさつがしっかりできていて、基本に返らせて

くれる。事業所としても良い勉強となる。

● 地元の産業を知る機会や体験する機会となるよう

な活動となるように心掛けた。

● 今後の学校生活が楽しくなるきっかけとなればう

れしい。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

　

町
で
は
第
２
次
総
合
計
画
で
、
ま
ち
の
将
来
像
を
「
こ
ど
も
た
ち
に
夢
と
未
来
を
つ
な

ぐ
ま
ち
」
と
定
め
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
、
地
方
創
生
を
進
め
る
た
め
、
一
般
事
務
職
、
土
木
職
の

ほ
か
、
町
民
の
保
健
、
歯
科
指
導
を
行
う
保
健
師
、
歯
科
衛
生
士
、
そ
し
て
次
代
を
担
う

子
ど
も
の
教
育
、
保
育
に
従
事
す
る
幼
稚
園
教
諭
な
ど
幅
広
い
人
材
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

働
く
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
、
自
ら
も
成
長
し
、
町
の
発
展
の
た
め
に
町
民
と
協
働

し
よ
う
と
す
る
皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※ 免許および資格を取得する見込みの人が取得期限までに取得できなかった場合、試験に合格しても採用される資格を失います。※免許および資格を取得する見込みの人が取得期限までに取得できなか た場合 試験に合格しても採用される資格を失います

職種
採用予定人数

勤務先・主な業務内容 受験資格など

一般事務職

6 人
　役場本庁舎や各地域局などで一般行政の業務
に従事します。

　平成 3年 4月 2日以降に生まれた人で、高等学校以上
の学校を卒業した人、または平成 30年 3月末までに卒業
見込みの人

土木職（初級職）

1 人
　役場上下水道課や建設課などで工事の設計、
施工管理などの業務に従事します。

　同上

保健師

2 人
　役場本庁舎や各地域局などで保健指導などの
業務に従事します。

　昭和 62 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、保健師の免
許を持つ人、または平成 30年 3月末までに取得見込みの
人※

歯科衛生士

1 人
　役場本庁舎や各地域局などで歯科衛生指導な
どの業務に従事します。

　昭和 62年 4月 2日以降に生まれた人で、歯科衛生士の
免許を持つ人、または平成 30年 3月末までに取得見込み
の人※

幼稚園教諭

1 人
　町内の幼稚園で園児の教育に従事します。ま
た、町内の保育所などで保育に従事する場合も
あります。

　平成 3年 4月 2日以降に生まれた人で、幼稚園教諭の
免許および保育士の資格を持つ人、または平成 30年 3月
末までにいずれも取得見込みの人※

■ 

職
種
、
採
用
予
定
人
数
、
受
験
資
格
な
ど

　

下
表
の
と
お
り
で
す
。

■
採
用
予
定
日

　

平
成
30
年
４
月
１
日
以
降

■
試
験

　

【
第
１
次
試
験
】（
全
職
種
）

　

▼
と
き
・
と
こ
ろ

 　
　

・
９
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

　
　

・
香
美
町
役
場

　

▼
内
容

　
　

 　

教
養
、
作
文
、
事
務
能
力
の
試
験
と

性
格
検
査
を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
土
木

職
は
作
文
試
験
に
替
え
て
専
門
試
験
を

行
い
ま
す
。

　

【
第
２
次
試
験
】（
全
職
種
）

　

 

▼
と
き
・
と
こ
ろ

　
　

 　

第
１
次
試
験
合
格
者
に
個
別
に
通
知

し
ま
す
。

　

▼
内
容

　
　

・
一
般
事
務
職
…
グ
ル
ー
プ
討
議

　
　

・ 

土
木
職
、
保
健
師
、
歯
科
衛
生
士
…

グ
ル
ー
プ
討
議
お
よ
び
個
別
面
接

　
　

・ 
幼
稚
園
教
諭
…
グ
ル
ー
プ
討
議
、
個

別
面
接
お
よ
び
実
技
試
験

　

【
第
３
次
試
験
】（
一
般
事
務
職
の
み
）

　

▼
と
き
・
と
こ
ろ

　
　

 　

第
２
次
試
験
合
格
者
に
個
別
に
通
知

し
ま
す
。

　

▼
内
容

　
　

個
別
面
接

■
申
込
方
法

　

役
場
ま
た
は
各
地
域
局
備
え
付
け
の
受
験

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
役
場
総
務

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
可
）。

■
提
出
期
限

　

８
月
４
日
（
金
）
ま
で
の
平
日
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
の
間
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
（
郵
送
の
場
合
は
８
月
４
日
（
金
）

必
着
）。

町
の
正
規
職
員
を
募
集
！

●
問
い
合
わ
せ
（
提
出
）
先　

役
場
総
務
課

平
成
30
年
４
月
１
日
以
降
採
用
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

■ 

職
種
、
採
用
予
定
人
数

　

・
正
規
職
員

　
　

①
薬
剤
師
…
１
人

　
　

②
看
護
師
…
若
干
人

　

・
臨
時
職
員

　
　

③
介
護
支
援
専
門
員
…
１
人

■
受
験
資
格
な
ど

　

 

①
②
…
昭
和
46
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で
、
薬
剤
師
、
看
護
師
の
免
許
を

持
つ
人
。

　

 

③
…
町
内
に
住
所
の
あ
る
健
康
な
人
で
、

介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
を
持
つ
人
。

■
採
用
予
定
日

　

各
試
験
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
１
日
付

け
。
た
だ
し
、
第
８
回
は
試
験
日
の
属
す
る

月
の
採
用
。

■
受
付
期
間
・
試
験
予
定
日

　

下
表
の
と
お
り

■
試
験
方
法

　
 

①
②
…
能
力
検
査
、
性
格
検
査
お
よ
び
個

別
面
接
を
行
い
ま
す
。

　

③
…
個
別
面
接
を
行
い
ま
す
。

■
提
出
書
類

　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

免
許
・
資
格
を
証
明
す
る
書
類
の
写
し
を
添

付
し
て
同
病
院
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
（
郵
送
可
）。

■ 

職
種
、
採
用
予
定
人
数

　

 

① 

薬
剤
師
、
診
療
放
射
線
技
師
、
臨
床
検

査
技
師
…
各
１
人

　

②
臨
床
工
学
技
士
、
看
護
師
…
若
干
人

■
受
験
資
格
な
ど

　

昭
和
47
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

で
薬
剤
師
、
診
療
放
射
線
技
師
、
臨
床
検
査

技
師
、
臨
床
工
学
技
士
、
看
護
師
の
免
許
を

持
つ
か
平
成
30
年
３
月
末
ま
で
に
取
得
見
込

で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

※ 

期
限
ま
で
に
免
許
を
取
得
で
き
な
か
っ
た

場
合
、
試
験
に
合
格
し
て
も
採
用
を
取
り

消
し
ま
す
。

■
採
用
予
定
日

　

平
成
30
年
４
月
１
日
以
降

■
試
験
（
全
職
種
）

　

▼
と
き
・
と
こ
ろ

 　
　

・
９
月
24
日
（
日
）

　
　

※
時
間
は
応
募
者
に
個
別
に
通
知
し
ま
す

　
　

・
公
立
香
住
病
院

　

▼
内
容

　
　

 　

能
力
検
査
、
性
格
検
査
お
よ
び
個
別

面
接
を
行
い
ま
す
。

■
合
格
発
表
か
ら
採
用
ま
で
の
手
順

　

・ 

合
格
者
は
、
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載

し
、
そ
の
う
ち
か
ら
さ
ら
に
採
用
前
に

身
体
検
査
な
ど
を
行
い
、
採
用
者
を
決

定
し
ま
す
。

　

・ 

採
用
候
補
者
名
簿
は
、
確
定
の
日
か
ら

平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
有
効
で
す
が
、

す
べ
て
の
合
格
者
が
採
用
さ
れ
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。

■
申
込
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

免
許
・
資
格
を
証
明
す
る
書
類
の
写
し
、
ま

た
は
免
許
・
資
格
取
得
見
込
証
明
書
を
添
付

し
て
同
病
院
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
郵
送
可
）。

■
提
出
期
限

　

８
月
31
日
（
木
）
ま
で
の
平
日
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
の
間
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
（
郵
送
の
場
合
は
８
月
31
日
（
木
）

必
着
）。

公
立
香
住
病
院
の
正
規
・
臨
時
職
員
を
募
集
！

●
問
い
合
わ
せ
（
提
出
）
先　

公
立
香
住
病
院
事
務
局

平
成
29
年
度 

職
員
中
途
募
集

公
立
香
住
病
院
の
正
規
職
員
を
募
集
！

●
問
い
合
わ
せ
（
提
出
）
先　

公
立
香
住
病
院
事
務
局

平
成
30
年
４
月
１
日
以
降
採
用

受付期間 試験予定日

第 1回  7 月 14 日（金）～ 28日（金）  8 月 10 日（木）

第 2回  8 月 10 日（木）～ 31日（木）  9 月 7日（木）

第 3回  9 月 8日（金）～ 29日（金）  10 月 12 日（木）

第 4回  10 月 13 日（金）～ 31日（火）  11 月 9日（木）

第 5回  11 月 10 日（金）～ 30日（木）  12 月 7日（木）

第 6回  12 月 8日（金）～ 28日（木）  平成 30年 1月 11 日（木）

第 7回  平成 30年 1月 12 日（金）～ 31日（水）  平成 30年 2月 8日（木）

第 8回  平成 30年 2月 9日（金）～ 28日（水）  平成 30年 3月 8日（木）

 試験の詳しい日程などについては、応募者に個別に通知します。

 8 回の試験を予定していますが、予定人員に達し次第、受付を終了します。

＜受付期間および試験予定日＞
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

地 区
区または

自治会（区）名
区長または

自治会（区）長名

香

住

区

香
住
地
区

境 守山 京都

一日市 長 一仁

若　松 伊藤 和夫

香　住 中村 曉

西香住 西本 将則

七日市 稲垣 登也

駅　前 木村 均

森 坪多 敏夫

間　室 山村 俊雄

油　良 中村 隆章

矢　田 山田 俊夫

下　浜 駒居 欣雄

奥
佐
津
地
区

九　斗 山本 勝昭

米　地 橋本 吉左門

丹生地 北村 宏明

西下岡 谷口 敬一

下　岡 井越 初男

上　岡 麻中 寿一

隼　人 米田 和弘

畑 青山 喜一

大　梶 山本 一男

三　川 見塚 修

土　生 三上 隆夫

本見塚 杉立 弥一郎

佐
津
地
区

相　谷 西村 孝志

奥安木 青山 政行

浜安木 松井 和雄

訓　谷 秋山 四郎

無南垣 八木 崇行

柴
山
地
区

浦　上 柴田 章二

上　計 今西 基

沖　浦 山本 実義

長
井
地
区

守　柄 中村 悟

加鹿野 山本 誠

三　谷 原 誠二

大　谷 藤澤 秀興

大　野 吉田 剛

小　原 高橋 義昭

中　野 小谷口 典久

藤 西岡 眞

八　原 原 久吉

地 区
区または

自治会（区）名
区長または

自治会（区）長名

香

住

区

余
部
地
区

市　午 高橋 一誠

梶　原 山﨑 鶴蔵

浜 久代 九十九

西 山西 健八郎

御　崎 門浦 光吉

鎧 藤原 政信

村

岡

区

村
岡
地
区

東　上 田中 勲

東　中 家現 清

本　町 水口 直美

野々上 荒垣 実世

殿　町 西村 彰

水　上 中島 眞次郎

川　上 上田 治

中　西 田中 勲

新　町 西村 寛司

西本町 村上 行雄

用　野 古家 輝夫

鹿　田 岸本 栄一

相　田 田中 敏

神　坂 伊澤 近十郎

萩　山 田中 稔

板仕野 岡田 政和

大　糠 西村 繁

光　陽 渡邊 勝彦

高　井 文堂 福一

寺河内 坂本 眞一

耀　山 東垣 典雄

市　原 坂中 日出夫

兎
塚
地
区

福　岡 岩槻 末男

八井谷 小谷 克男

大　野 大林 敏晴

口大谷 岡澤 荒夫

中大谷 藤田 正芳

大　笹 田邊 文夫

高　坂 津崎 正三

池ヶ平 西井 秀一

和　池 西村 功

森　脇 森 清貴

地 区
区または

自治会（区）名
区長または

自治会（区）長名

村

岡

区

兎
塚
地
区

黒　田 長岡 美昭

宿 上田 富久雄

日　影 西村 一正

作　山 上坂 茂

射
添
地
区

入　江 吉田 稔

和佐父 杉谷 信義

和　田 澤村 雅裕

長　板 古川 功兒

熊　波 伊井 脩

柤　岡 田中 眞徳

丸　味 對中 廣芳

川　会 中村 重信

高　津 田中 則義

長　須 中村 孝一

味　取 岡本 一正

原 小谷 和夫

長　瀬 谷渕 要一

山　田 谷口 重雄

小　城 本谷 正伸

境 東垣 泰彦

小

代

区

神　場 上治 敏満

広　井 井上 薫

水　間 藤澤 茂樹

野間谷 　田 義則

実　山 井上 幹夫

平　野 長岡 寿老

茅　野 中村 吉久

新　屋 伍々 博一

秋　岡 朝倉 富征

東　垣 中村 好次

佐　坊 上田 範夫

鍛治屋 水間 浩二

貫　田 田村 正明

忠　宮 岡村 昌美

久須部 福田 明志

大　谷 太田垣 修

城　山 中村 正直

神　水 毛戸 良久

石　寺 藤原 敏和

猪之谷 前田 敏

熱　田 田淵 美榮子

（
52
）

（
21
）

 平成 29 年度 区長・自治会長・自治区長（敬称略、平成 29年 6月 6日 現在）

（
47
）

 平成 29 年度 町連合自治会役員（敬称略）

会　長　坪多 敏夫（香住区）

副会長　谷口 重雄（村岡区）

　　　　田村 正明（小代区）

理　事　守山 京都（香住区）

　　　　青山 政行（香住区）

　　　　門浦 光吉（香住区）

理　事　東垣 典雄（村岡区）

　　　　西村 功（村岡区）

　　　　太田垣 修（小代区）

会　計　井越 初男（香住区）

監　事　伊井 脩（村岡区）

　　　　岡村 昌美（小代区）

　6月 6日、役場本庁舎で町連合自治会総会が行われ、昨年度の事業報告や今年度の事業計画などの審

議が行われました。併せて、今年度の役員新体制が下記のとおり承認されました。

　なお、今年度お世話になる区長、自治会長および自治区長の皆さんは下表のとおりです。

平成 29年度 町連合自治会
●問い合わせ先　役場総務課・各地域局
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

　出前講座は、町民の皆さんが主催される集まりに町職員が無料で講師として出向き、担当する業務に

ついてお話をするものです。

　講座には下表のものがあります。また、ご要望があればこれ以外の業務も説明します。

注）担当部署で※があるものは町教育委員会部局注）担当部署で※があるものは町教育委員会部局

No 講座名（担当部署） 講座内容

1 防災安全（総務課） 町の防災体制、災害への備え方、対策など

2 予算から見たまちづくり（財政課） 平成 29年度予算から見たまちづくり

3 公共交通（企画課） バス、鉄道などの公共交通機関の利用

4 町税のしくみ（税務課） 町税の概要

5 賢い消費者になりましょう（町民課） 消費生活トラブル（詐欺商法、SNSやインターネット関連のトラブルなど）から身を守る

6 ごみの資源化・減量化に向けた取り組み（同上） ダンボールゴミコンポストを利用した生ごみの減量化、マイバッグ運動によるレジ袋の削減など

7 ごみの分け方・出し方（同上） 正しいごみの分け方・出し方

8 国民健康保険、福祉医療助成制度（健康課） 国民健康保険の概要、暮らしに役立つ福祉医療助成制度の給付内容など

9 健康づくり（同上） 食育、子育て、生活習慣病予防、こころや歯の健康、予防接種など生涯を通した健康づくりの実践

10 後期高齢者医療制度（同上） 後期高齢者医療制度のしくみ、暮らしに役に立つ給付内容（高額医療費の還付、補装具代の還付など）

11 特定健診、特定保健指導、がん検診（同上） 健（検）診の意義、特定保健指導の内容、健康寿命を伸ばす生活習慣指導など

12 福祉施策（福祉課） 福祉の各種制度の概要（児童福祉、高齢者福祉、障害者福祉など）

13 介護保険（同上） 介護保険制度の概要（サービス、利用者負担、介護保険料、相談窓口など）

14 介護予防いきいき講座（同上） 高齢者の転倒や認知症の予防、心の健康、食生活改善など

15 認知症サポーター養成講座（同上） 認知症を正しく理解し、当事者やその家族を温かく見守る応援者の育成など

16 山陰海岸ジオパーク（観光商工課） 山陰海岸ジオパークの概要とその魅力

17 農振農用地と農地転用（農林水産課） 農振農用地の指定と解除、農地転用許可など

18 道路網（建設課） 但馬地域の高速交通網と整備の現状

19 水道のしくみ（上下水道課） 水道のあらまし、浄水場の見学

20 下水道のしくみ（同上） 汚水処理（水再生）のしくみ、浄化センター見学

21 下水道への接続相談（同上） 下水道接続なんでも相談

22 香美町の教育（教育総務課※） 町教育振興基本計画の概要、教育の重点

23 ３つの町民運動（同上） 読書、あいさつ、体力づくり運動

24 ふるさと給食（同上） 学校給食を通した食育や地産地消の推進など

25 学校教育（こども教育課※） 小中学校の教育の概要

26 就学前教育（同上） 就学前教育の概要

27 子育て学習（同上） 子育て学習の概要

28 香美町の歴史文化（生涯学習課※） 町内の歴史や文化遺産を分かりやすく解説

29 生涯学習とふるさと教育（同上） 生涯学習、ふるさと教育、社会教育の概要

30 人権を学ぶ（同上） ワークショップにより、人権について考える

31 ラジオ体操、ウオーキング講座（同上） 身近で継続できる体力づくり

32 在宅介護（公立香住病院） 介護の心得と身体のお世話

▼申し込み方法

　 　申し込みができるのは、原則、町内に在住、在勤、在学の 10人以上の団体・グループです。
　 　開催予定日の 2週間前までに、役場へお申し込みください。
▼開催日時・場所
　 　原則、平日 13:00 ～ 21:00 までの間で 90分以内。会場は町内とします。
▼会場の手配など
　 　会場設営や講座運営は、申し込み団体が行ってください。会場使用料が必要な場合は、申し込み団
体が負担してください。また、材料費などは、申し込み団体に負担していただくことがあります。

▼開催にあたって
　 　政治、宗教、営利を目的とした講座には講師を派遣できません。

平成 29年度 出前講座
●問い合わせ先　役場総務課・各地域局
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国民健康保険（国保）制度改正のお知らせ
●問い合わせ先　役場健康課

　医療費の増加に伴い、国民健康保険の運営は厳しい状態が続いています。

　国民皆保険の最後の砦である国民健康保険を維持し、維持可能な社会保障制度を確立するため、次のと

おり改正が行われます。

　皆様のご理解をお願いします。

　医療費の自己負担が高額になったとき、限度額を超えた分が高額療養費として

支給される制度について、70歳以上 75歳未満の人の限度額が平成 29年 8月と

平成 30年 8月の 2回に分けて変更されます。

70 歳以上 75 歳未満の人の

高額療養費制度の改正について１

70 歳以上 75 歳未満の人の自己負担限度額（月額）

平成 29 年 7月まで

所得区分 外来（個人単位）
Ａ

外来＋入院（世帯単位）
Ｂ

現役並み
所得者※１ 44,400 円　

80,100 円＋（医療費－
267,000 円）×１％※５

一　　般※２ 12,000 円　 44,400 円　

低所得者Ⅱ※３ 8,000 円　 24,600 円　

低所得者Ⅰ※４ 8,000 円　 15,000 円　

平成 29 年 8月から平成 30 年 7月まで

所得区分 外来（個人単位）
Ａ

外来＋入院（世帯単位）
Ｂ

現役並み
所得者※１ 57,600 円　

80,100 円＋（医療費－
267,000 円）×１％※５

一　　般※２

14,000 円　

8月～翌年 7月

の年間限度額
144,000 円

57,600 円※５

低所得者Ⅱ※３ 8,000 円　 24,600 円　

低所得者Ⅰ※４ 8,000 円　 15,000 円　

平成 30 年 8月から

所得区分 外来（個人単位）
Ａ

外来＋入院（世帯単位）
Ｂ

課税所得

690 万円以上

252,600 円＋（医療費－ 842,000 円）
×１％※6

課税所得

380 万円以上

690 万円未満

167,400 円＋（医療費－ 558,000 円）
×１％※7

課税所得

145 万円以上

380 万円未満

80,100 円＋（医療費－ 267,000 円）
×１％※５

一　　般※２

18,000 円　

8月～翌年 7月

の年間限度額
144,000 円

57,600 円※５

低所得者Ⅱ※３ 8,000 円　 24,600 円　

低所得者Ⅰ※４ 8,000 円　 15,000 円　

※１　 住民税課税所得額 145 万円以上の人などで、

医療費の自己負担割合が 3割の人。

※２　 住民税課税世帯で、医療費の自己負担割合が 2

割または 1割の人。

※３　住民税非課税世帯で、低所得者Ⅰ以外の人。

※４　 住民税非課税世帯で、世帯の各所得が必要経費

・控除を差し引いたときに 0円となる人。

※５　 過去 12 ヵ月以内にＢの限度額を超えた支給が

4回以上あった場合（多数回該当）、4回目以

降は 44,400 円。

※６　 過去 12 ヵ月以内にＢの限度額を超えた支給が

4回以上あった場合（多数回該当）、4回目以

降は 140,100 円。

※７　 過去 12 ヵ月以内にＢの限度額を超えた支給が

4回以上あった場合（多数回該当）、4回目以

降は 93,000 円。
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

区　分 居住費
医療区分Ⅰ
（ⅡⅢ以外の人）

320 円 / 日　

医療区分ⅡⅢ
（入院医療の必要性
の高い人） 0円 / 日　

難病患者

区　分 居住費
医療区分Ⅰ
（ⅡⅢ以外の人）

370 円 / 日　

医療区分ⅡⅢ
（入院医療の必要性
の高い人）

200 円 / 日　

0 円 / 日　難病患者

区　分 居住費
医療区分Ⅰ
（ⅡⅢ以外の人）

370 円 / 日　医療区分ⅡⅢ
（入院医療の必要性
の高い人）

0円 / 日　難病患者

平成 29年 9月まで
平成 29年 10 月から
平成 30年 3月まで

平成 30年 4月から

　65歳以上の人が療養病床に入院したときは食費と居住費として定められた標準負担額を自己負担しま

すが、このうち居住費について平成 29年 10 月と平成 30年 4月の 2回に分けて変更されます。

※住民税非課税世帯は変更なく、現在の負担額が据え置かれます。

65 歳以上の人が療養病床に

入院したときの居住費の改正について２

　入院中の食事代について、住民税課税世帯は 1食当たり 360 円を自己負担

していますが、平成 30年 4月から 1食当たり 460 円へ改正されます。

入院中の食事代の

標準負担額の改正について（平成 30年度）３

　国保は現在市町村それぞれが保険者となって運営していますが、平成 30年

度からは都道府県と市町村がともに共同保険者となって運営する形に変更され

ます。

平成 30 年度からの

国保運営者の変更について４

平成 30 年度からの都道府県と市町村の役割

平成 30年 3月まで

1食当たり

360 円

平成 30年 4月から

1食当たり

460 円

都道府県の役割
　財政運営の責任主体となり、安定的な財政運営や効率的

な事業の確保などの国保運営に中心的な役割を担います。

●市町村ごとの納付金の額を決定

●給付に必要な費用は全額市町村に交付

●市町村が行った保険給付の点検や事後調整

● 国保運営方針（都道府県内の統一的方針）を定め、市町

村の事務の効率化・標準化・広域化などを推進　など

市町村の役割
　被保険者と関係するきめ細かい事業

を引き続き担います。

●資格管理（保険証の発行）

●保険給付

●保険税率の決定

●保健事業　など
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01 被保険者証の更新時期は88月11日（火）です！
　7月下旬に新しい被保険者証を送付しますので、8月 1日（火）から新

しい被保険者証を医療機関などの窓口で提示してください。

　保険料の納付状況によっては、有効期限が短い保険証（短期被保険者証）

を送付することがあります。保険料納付が困難な事情がある場合は早めに

相談してください。

　一部負担金の割合は、同一世帯内の被保険者の平成 28年中の所得によ

り算出された平成 29 年度の住民税課税所得と平成 28 年（1月から 7月

までは平成 27年）中の収入額をもとに計算しています。

　なお、世帯状況の異動や所得の更正などにより、随時変更されることが

あります。

02 限度額適用・標準負担額減額認定証の更新時期も88月11日（火）です！
　減額認定証の更新時期も 8月 1日です。現在、減額認定証をお持ちで 8月以降も引き続き対象となる人

には、被保険者証と一緒に新しい減額認定証を送付する予定です。

03 医療費の一部負担金の割合と自己負担限度額など

　医療機関での窓口負担額や医療費が高額になったときの自己負担限度額などは次表のとおりです。

※平成 29 年 8月から自己負担限度額の上限額が変わります。

区
分

一部
負担
金の
割合

自己負担限度額 ( 月額 )
入院時の食事代
の標準負担額
　(1 食当たり )

該当条件
個人単位
[ 外来 ]

世帯単位
[ 入院含む ]

現
役
並
み
所
得
者

３割
44,400 円

8 月から
57,600 円

80,100 円＋（医療費－
267,000 円）×１％

[44,400 円 ]※ 1

360 円※ 2

　同一世帯に住民税課税所得 145 万円以上の被保険者が
いる世帯の人（※ 4）。ただし、住民税課税所得 145 万円以
上でも収入額（年金や給与などの合計）が一定の金額に満
たない人（※5）は、役場または各地域局に申請することに
より「一般」の区分となります。
（対象となる可能性がある人には申請書を送付しています）

一般 １割

12,000 円
8 月から

14,000 円
（年間上限 144,000 円）

44,400 円
8 月から

57,600 円
[44,400 円 ]※１

360 円※ 2「現役並み所得者」、「低所得Ⅱ」、「低所得Ⅰ」以外の人

低
所
得

Ⅱ

1割 8,000 円

24,600 円
210 円

[160 円 ]※ 3 世帯員
全員が
住民税
非課税

「低所得Ⅰ」以外の人

Ⅰ 15,000 円 100 円
○ 各所得が 0円となる人（公的年金等控除額は
80万円として計算）

○老齢福祉年金の受給者

※１　［　］内は過去 12ヵ月以内にすでに 3回以上高額療養費が支給されている場合、4回目からの額

※２　○指定難病患者については 260 円

　　　○ 平成 28 年 3月 31 日において 1年以上継続して精神病床に入院していた人で引き続き医療機関に入院する人については、当分の間、1食当

たり 260 円

※３　［　］内は過去 12ヵ月の入院日数が 90日を超える場合、91日目からの額（申請が必要）

※４　 昭和 20 年 1月 2日以降生まれの被保険者がいる世帯は、住民税課税所得額 145 万円以上であっても、被保険者全員の基礎控除（33万円）後

の総所得金額などの合計額が 210 万円以下であれば 1割負担

※５　○同一世帯に被保険者が一人の場合　⇒被保険者の収入額…383万円 未満

　　　○同一世帯に被保険者が一人で 70歳以上 75歳未満の人がいる場合

　　　　⇒被保険者と 70歳以上 75歳未満の人全員の収入合計額…520 万円未満

　　　○同一世帯に被保険者が複数いる場合　⇒被保険者全員の収入合計額…520万円未満

後期高齢者医療制度のお知らせ
●問い合わせ先　役場健康課・各地域局

　　　　　　　　県後期高齢者医療広域連合事務局 ℡ 078・326・2021
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【主なマークの意味】
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介護保険高額介護サービス費の限度額が一部変わります
●問い合わせ先　役場福祉課　℡ 0796・36・4345

介護保険負担割合証を送付します
●問い合わせ先　役場福祉課　℡ 0796・36・4345

対象となる人

平成 29 年 7月

までの負担の

限度額

平成 29 年 8月

からの負担の

限度額

補足

一定以上の所得のある人

（現役並み所得者に相当する人がいる世帯の人）
44,400 円

（世帯）

44,400 円

（世帯）

　同一世帯に 65歳以上で課税所得 145 万

円以上の人がおり、同じ世帯の 65 歳以上

の人の収入の合計が 520 万円以上（単身

の場合は 383 万円以上）である場合

住民税課税世帯の人 37,200 円

（世帯）

＜見直し＞

44,400 円
（世帯）

　同一世帯のすべての65歳以上の人（サー

ビスを利用していない人を含む）の利用者

負担割合が 1割の世帯には、3年間に限り

年間 446,400 円（37,200 円× 12ヵ月）

の限度額を適用

住民税非課税世帯の人

（次の①～③の該当者を除く）

24,600 円

（世帯）

24,600 円

（世帯）

① 住民税非課税世帯の人（課税年金収入額

＋合計所得金額が 80万円以下の人）

15,000 円

（個人）

15,000 円

（個人）

② 住民税非課税世帯の人（老齢福祉年金を

受給している人）

15,000 円

（個人）

15,000 円

（個人）

③生活保護を受給している人など
15,000 円

（個人）

15,000 円

（個人）

高額介護サービス費利用者負担の限度額（月額）

※ 「世帯」は介護サービスを利用した人全員の負担の合計限度額で、「個人」は介護サービスを利用した本人の負担の限度額を指す。
※ 食費・居住費（滞在費）・住宅改修費・福祉用具購入費・日常生活費などは高額介護サービス費の支給対象になりません。また、要介護度ご
とに決められた支給限度額を超えて介護サービスを利用している場合、超えた分は支給対象になりません。

　介護サービスを利用する場合に支払う利用者負担には月々の負担の限度額が設定されています。

　同じ月に利用した介護サービスの利用者負担の合計が限度額を超えたときは、申請することで超過分が払い

戻される制度のことです。

　高額介護サービス費とは

　高齢化が進み介護費用や保険料が増大する中、サービスを利用している人と利用していない人との

公平性や、負担能力に応じた負担をお願いする観点から、同一世帯内に住民税が課税されている人が

いる場合は、平成 29 年 8月サービス利用分から世帯の限度額が月額 44,400 円になります。

　ただし、介護サービスを長期に利用している人に配慮し、同一世帯のすべての 65 歳以上の人（サー

ビスを利用していない人を含む）の利用者負担割合が 1割の世帯は、3年間に限り年間 446,400 円

の限度額が適用されます。

　要支援・要介護認定を受けている人と総合事業（介護予防・生活支援サービス）対

象の人には、自己負担割合が記載された「介護保険負担割合証」を 7月中旬に送付

します。有効期間は、8月 1日から翌年 7月 31日までで、毎年更新されます。

　負担割合証は、介護保険または総合事業サービスを受けるときの自己負担の割合を

示す証明書になります。介護保険の保険証と併せて保管していただき、サービスを受

けるときは、両方を提示してください。



広報 ふるさと香美 2017.7 － 12

まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

税
率
な
ど
の
決
定
と
税
額
の
軽
減
措
置

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
税
務
課
・
各
地
域
局

平
成
29
年
度 

国
民
健
康
保
険
税

税
率
な
ど
の
決
定

　

平
成
29
年
度
の
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

税
の
税
率
が
表
１
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
課
税
限
度
額
は
そ
れ
ぞ
れ
現
行
の

ま
ま
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

①
医
療
費
給
付
費
分
…
54
万
円

　

②
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
…
19
万
円

　

③
介
護
納
付
金
分
…
16
万
円

税
額
の
軽
減

　

世
帯
主
（
擬
制
世
帯
主
を
含
む
）
お
よ
び

そ
の
世
帯
の
国
保
加
入
者
の
平
成
28
年
中
の

所
得
の
合
計
が
基
準
以
下
の
場
合
は
、
均
等

割
額
と
平
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す（
表
２
）。

　

た
だ
し
、
こ
の
措
置
を
受
け
る
た
め
に
は
、

所
得
税
の
確
定
申
告
ま
た
は
町
県
民
税
の
申

告
が
必
要
で
す
。

税
額
の
算
定
方
法

　

国
保
税
は
国
保
加
入
者
の
年
齢
に
よ
り
算

定
方
法
が
異
な
り
ま
す
。

　

▼
40
歳
未
満
は
①
＋
②

　

▼
40
歳
以
上
65
歳
未
満
は
①
＋
②
＋
③

　

▼
65
歳
以
上
75
歳
未
満
は
①
＋
②

　
　
　

（
介
護
保
険
料
は
別
に
賦
課
）

区分
①

医療給付費分

②

後期高齢者支援金分

③

介護納付金分

所　得　割 5.88％ 1.70％ 1.90％

資　産　割 7.90％ 2.32％ 2.88％

均　等　割 21,920 円 6,480 円 9,580 円

平　等　割 17,800 円 5,280 円 5,160 円

課税限度額 54万円 19万円 16万円

（表 1）平成 29 年度 国保税 税率表

＜区分ごとの算出方法＞
　・所得割額＝（平成 28 年中の総所得金額など ― 基礎控除額 33 万円）× 税率
　・資産割額＝平成 29 年度の家屋 ･土地に係る固定資産税額 × 税率
　・均等割額＝国保加入者１人にかかる定額
　・平等割額＝国保加入世帯にかかる定額

基準所得 軽減割合

33 万円 7割

33万円＋（被保険者数＋特定同一
世帯所属者数※）× 270,000 円

5 割

33 万円＋（被保険者数＋特定同一
世帯所属者数※）× 490,000 円

2 割

（表 2）所得による軽減割合

※特定同一世帯所属者とは…
　 国保から後期高齢者医療制度に移行し継続して
同じ国保世帯にいる人

免
除
・
猶
予
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
町
民
課
・
各
地
域
局

　
　
　
　
　
　
　
　

豊
岡
年
金
事
務
所　

℡
０
７
９
６
・
22
・
０
９
４
５

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
に
…

　

国
民
年
金
保
険
料
を
未
納
の
状
態
で
、
障

害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
に
な
る
と
、

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
場
合
、
本
人
の
申
請
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
免
除
（
猶
予
）
さ
れ
る
次
の
３
つ

の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

①
全
額
免
除
・
一
部
免
除

　

本
人
、
世
帯
主
、
配
偶
者
の
前
年
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
や
失
業
な
ど
の
理
由
が

あ
る
場
合
、
保
険
料
が
全
額
免
除
ま
た
は
一

部
免
除
な
ど
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
一
部

免
除
の
場
合
に
お
い
て
減
額
さ
れ
た
保
険
料

を
納
付
し
な
い
場
合
は
「
未
納
期
間
」
と
な

り
ま
す
。

②
若
年
者
納
付
猶
予

　

50
歳
未
満
の
人
で
、
本
人
や
配
偶
者
の
前

年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

③
学
生
納
付
特
例

　

20
歳
以
上
の
学
生
で
前
年
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

ま
す
。
在
学
証
明
書
原
本
も
し
く
は
学
生
証

（
裏
面
も
含
む
）の
写
し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

※ 

経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
を
納
付
で
き
ず
、
ま

た
申
請
を
忘
れ
て
い
た
た
め
に
未
納
期
間
が
あ

る
人
な
ど
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※ 

①
の
承
認
を
受
け
た
場
合
、
納
付
を
免
除
さ
れ

る
期
間
は
受
給
資
格
期
間
（
将
来
年
金
を
受
け

る
た
め
に
必
要
な
加
入
期
間
）
に
算
入
さ
れ
ま

す
が
、
全
額
納
付
し
た
場
合
に
比
べ
て
年
金
額

が
少
な
く
な
り
ま
す
。
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
ま
せ
ん
か
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
町
民
課

便
利
な
カ
ー
ド
で
す

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
個
人
番

号
を
証
明
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
本

人
確
認
の
際
の
身
分
証
明
書
と
し
て

も
使
用
で
き
る
便
利
な
カ
ー
ド
で
す
。

　

ま
た
税
の
電
子
申
告
（
ｅ
‐
ｔ
ａ

ｘ
）
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
に
も
使
用
で

き
、
交
付
手
数
料
は
無
料
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
取
得
し
ま
せ
ん
か
。

申
請
方
法

①
郵
便
に
よ
る
申
請

　

通
知
カ
ー
ド
に
同
封
さ
れ
て
い
る

交
付
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

顔
写
真
を
貼
付
し
て
返
信
用
封
筒
に

入
れ
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

②
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

　

交
付
申
請
書
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
読
み
取
り
、
申
請

用
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
後
、
案
内
に
従
っ
て
必
要

事
項
を
入
力
し
、
顔
写
真
を
添
付
し

て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
Ｐ
Ｃ
か
ら
で
も
申
請
で
き
ま
す
。

③
ま
ち
な
か
の
証
明
用
写
真
機
か
ら

　

申
請
可
能
な
照
明
用
写
真
機
に
、

交
付
申
請
書
を
持
参
し
、
タ
ッ
チ
パ

ネ
ル
か
ら「
個
人
番
号
カ
ー
ド
申
請
」

を
選
択
。
撮
影
用
の
お
金
を
入
れ
て
、

交
付
申
請
書
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
バ
ー

コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
か
ざ
し
、
画
面

の
案
内
に
従
っ
て
必
要
事
項
を
入
力

し
、
顔
写
真
を
撮
影
し
て
送
信
し
て

く
だ
さ
い
。

　

※ 

交
付
申
請
書
に
記
載
さ
れ
て
い

る
氏
名
、
住
所
な
ど
に
変
更
が

あ
る
場
合
や
、
交
付
申
請
書
を

紛
失
さ
れ
た
場
合
は
役
場
町
民

課
ま
た
は
各
地
域
局
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

受
取
方
法

① 

交
付
日
時
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る

「
交
付
通
知
書
」
を
申
請
者
の
住

所
に
送
付
し
ま
す
。

② 

交
付
通
知
書
、
通
知
カ
ー
ド
、
本

人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な

ど
）、
住
基
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の

人
の
み
）
を
ご
持
参
の
う
え
、
役

場
町
民
課
ま
た
は
各
地
域
局
へ
必

ず
申
請
者
本
人
が
お
越
し
く
だ
さ

い
。　

③ 

窓
口
で
本
人
確
認
、
暗
証
番
号
の

設
定
を
し
て
カ
ー
ド
を
交
付
し
ま

す
。

　

※ 

15
歳
未
満
の
人
は
保
護
者
な
ど

が
同
行
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※ 

受
け
取
り
時
間
は
平
日
の
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
ま

で
で
す
。（
予
約
に
よ
り
時
間

外
交
付
も
可
能
）

代
理
受
領
に
つ
い
て

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
身
分
証

明
に
な
る
大
切
な
カ
ー
ド
で
す
の
で
、

ご
本
人
に
受
け
取
り
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
が
、
長
期
入
院
（
入
所
）
や

身
体
の
障
害
（
歩
行
が
困
難
）
な
ど

の
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合

に
限
り
、
代
理
人
に
カ
ー
ド
の
受
け

取
り
を
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し「
勤
務
地
が
遠
方
で
あ
る
」

「
仕
事
を
休
め
な
い
」
な
ど
の
理
由

の
代
理
受
領
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▲マイナンバーキャラクター　
　「マイナちゃん」

新
た
な
事
業
展
開
を
支
援
し
ま
す
！

●
問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先　

役
場
観
光
商
工
課

香
美
町
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業

新
た
な
商
品
開
発
な
ど
を
支
援
し
ま
す
！

●
問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先　

役
場
観
光
商
工
課

香
美
町
も
の
づ
く
り
支
援
事
業

　

町
は
、
町
内
事
業
者
が
新
た
な
事
業
展
開
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
事

業
内
容
に
対
し
、
賛
同
、
共
感
を
基
に
全
国
か
ら
投
資
を
募
る
こ
と
に

よ
り
、
資
金
調
達
と
潜
在
顧
客
の
獲
得
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
限

　

８
月
10
日
（
木
）
ま
で

募
集
調
達
資
金

　

３
０
０
万
円
〜
５
０
０
万
円
程
度

採
択
事
業
者
数

　

２
事
業
者　

※
審
査
会
あ
り

補
助
金

　

手
続
き
に
必
要
な
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
（
上
限
70
万
円
）。

申
請
先

　

役
場
観
光
商
工
課
ま
た
は
香
美
町
商
工
会

　

町
は
、
地
域
の
活
性
化
と
産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
町
内
事
業
者

が
新
た
な
商
品
開
発
や
既
存
製
品
の
改
良
に
要
す
る
経
費
に
対
し
て
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

募
集
期
限

　

８
月
３
日
（
木
）
ま
で

補
助
金

　

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
（
上
限
30
万
円
）。

補
助
対
象
経
費

　

専
門
家
謝
金
、
外
注
加
工
費
、
市
場
調
査
費
な
ど

採
択
事
業
者
数

　

３
〜
４
事
業
者　

※
審
査
会
あ
り

申
請
先

　

役
場
観
光
商
工
課
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●問い合わせ先　町教育委員会生涯学習課

●問い合わせ先　町教育委員会こども教育課

　第２回目は、幼児期の体づくりについてです。

　心と体の土台を作る幼児期では、「健やかな体」を育むためのさまざまな基礎的な力を培うことが大切です。

　今回は、具体的な取組として、運動能力・意欲の向上を目的とした「運動遊び」について紹介します。

～幼児期の体づくり～～幼児期の体づくり～

～お知らせ～～お知らせ～
　本年度から町内小・中学校で、教職員の休暇取得を促進し、心身の健康の保持増進を図ることなどを目的と

して、8月 14日（月）、15日（火）を学校閉庁日（教職員が一斉に年次休暇などを取得し学校に勤務しない日）

とします。

　なお、詳細については、各学校から配布する文書および次号の広報「ふるさと香美」をご覧ください。

　どの体操教室も、難しいことからではなく、クマ

歩き、両足ジャンプ、カエル跳びなど簡単なことか

ら始めます。

　筋肉が未発達の幼児期には、調整力（行動を正確

に行う力）を優先して伸ばすことが重要です。筋力

は思春期にかけて成長していきますが、調整力など

神経型の運動能力は 6歳でおよそ 90％完成すると

言われています。小さい頃に練習し一度乗れた自転

車は大人になっても乗れるように、幼児期に運動の

土台となるさまざまな動作の習得が大切となります。

　この取組で最も大切になことは、子どもたちが体

を動かすことを好きになることです。よく動き、よ

く食べ、よく眠る。運動が基礎となることで、規則

正しい生活習慣が身に付きます。

　また、「なわ跳びができた！」「逆上がりができ

た！」など新しいことに挑戦し、達成した喜びは、

子どもたちの心も大きく成長させます。

　未来を切り開くための子どもたちの「健やかな

体」。その成長に期待をしながら、町教育委員会で

は精いっぱいの指導を行っていきます。

　月に 1回、指導者が町内各幼稚園などを巡回し、

体操教室を実施しています。

　音楽体操、クマ歩き、柔軟体操、なわ跳び、マッ

ト運動、鉄棒などを行い、リズムやバランス感覚、

柔軟性、敏捷性などを身に付けていきます。現在は

近隣の小規模園所合同での教室も開催しています。

巡回型体操教室

　週に 1回程度、指導者が香住Ｂ＆Ｇ海洋センター

体育館などで希望者に体操教室を実施しています。

　巡回型で行う内容に加え、跳び箱など少しレベル

アップした運動を行っています。

　7月～ 9月はプールでのプログラムも実施してい

ます。

元気体操教室
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　皆さん、こんにちは。香美町役場神戸営業所です。

　神戸営業所が設置されてから４年目を迎え、「神戸営業所って

どんな活動をしているの？」というご質問を最近よくいただくよ

うになりました。

　連載第２回目は主にメディア向けＰＲを担当している北村の活

動についてご紹介させていただきます。

　町の観光入込数は平成 18 年度の 1,469 千人を

ピークに平成 28年度は 1,320 千人と減少傾向にあ

ります。若者の旅行離れ、リピーターの高齢化など

の要因が考えられますが「香美町」という名前の認

知度の低さも大きな要因の一つで、平成 27年度に

実施した香美町観光動態調査では「香美町のことを

知らない」と回答した人が大阪府で 46.4％、兵庫

県でも 29.4％という数字になりました。

　しかし、逆に言えば、まだこれだけの人が香美町

の魅力を知らないわけなので、今後の PRによって

は、観光客を増やす可能性があると考えています。

　私の仕事の目的は「メディアに香美町を露出させ

香美町の認知をあげること」この１点に集約されま

す。メディアといってもテレビ、新聞、雑誌などの

媒体がありますが、特に影響力の大きいテレビへの

露出を狙って営業活動を行っています。

　町内には素晴らしい人、産物、風景がありますの

で、時期をみてテレビ局が欲しがる旬情報を「プレ

スリリース」と呼ばれる資料にまとめ各放送局の

ディレクター、番組製作会社などに取材をしてもら

えるよう営業活動を行います。

　最初に郵送でプレスリリースを送るのが 120 社。

そのうち、訪問して具体的な交渉が出来るのが 5

～ 8 社。実際に取材までたどり着けるのは 1～ 2

社程度です。0社のときももちろんあります。

　撮影にかかる経費を一切負担しない「０円営業」

を行っていますので、担当ディレクターを口説き落

とすまでのプロセスはとても厳しいのですが、自分

が交渉し獲得した番組がテレビで放送されたときの

喜びは非常に大きいものがあります。

　私たちの活動が、町の認知度向上に繋がると信じ

てこれからも頑張っていきます。

副
町
長
に
今
井
氏
、

教
育
長
は
藤
原
氏
が
就
任

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
総
務
課
・
町
教
育
委
員
会

　

５
月
31
日
付
け
で
西
内
正
昭
前
副
町
長
お
よ
び
朝
倉
寿
文
前
教
育
長
が
退

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
６
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
町
定
例
議
会
で
、
香
美
町
副
町

長
に
今
井
雄
治
氏
（
60
歳
、
小
代
区
秋
岡
）
を
、
香
美
町
教
育
長
に
藤
原
健

一
氏
（
67
歳
、
香
住
区
浦
上
）
を
任
命
す
る
人
事
案
件
が
同
意
さ
れ
、
翌
９

日
付
で
就
任
し
ま
し
た
。

　

今
井
氏
は
「
浜
上
町
長
を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
、
素
晴
ら
し
い
ま
ち
づ
く

り
の
一
役
を
担
い
た
い
」
と
、
藤
原
氏
は
「
私
の
持
っ
て
い
る
も
の
す
べ
て

を
総
動
員
さ
せ
、
香
美
町
な
ら
で
は
の
教
育
の
推
進
に
あ
た
り
た
い
」
と
抱

負
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

今井雄治副町長

　今井氏は、県立浜坂高

等学校美方分校を卒業後、

昭和 56 年 2月に美方町

役場に採用。平成 16 年

4月に同町社会教育課長、

合併後は小代地域局産業

建設課長、小代地域局

長、建設部長、建設課長

を歴任し、本年 3月退職。

任期は 6 月 9 日から４

年間。

藤原健一教育長

　藤原氏は、中京大学を

卒業後、姫路市や豊岡市

内の教諭や教頭を経て、

平成 14 年 4月に日高町

立日高西中学校長、香美

町立香住第一中学校長を

歴任。その後、近畿大学

付属豊岡高等学校・中学

校の副校長、校長を務め

た。任期は平成 30 年 5

月 19 日まで。

▲ＮＨＫ神戸放送局による「活イカプラン」などの取材の様子
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皆
さ
ん
に
ク
イ
ズ
で
す

水
辺
で
安
全
に
活
動
す
る
た
め
に

水
辺
に
持
っ
て
い
く
も
の

溺
れ
て
い
る
人
を
見
つ
け
た
ら

絶
対
に
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と

ク
イ
ズ
の
答
え
で
す

Ｑ
１ 　

１
年
間
で
、
水
の
事
故
が
多
い
の
は

い
つ
？

Ｑ
２ 　

小
中
学
生
の
水
の
死
亡
事
故
は
、
ど

こ
で
１
番
多
く
お
こ
っ
て
い
る
の
？

Ｑ
３ 　

小
中
学
生
の
水
の
死
亡
事
故
は
、
何

を
し
て
い
る
と
き
に
１
番
多
く
お
こ
っ

て
い
る
の
？

● 

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
と
い
う
意
識
を

持
と
う
！

　

い
ざ
と
い
う
時
、
自
分
を
守
れ
る
の
は
自

分
で
す
。
安
全
に
活
動
す
る
た
め
の
知
識
や

技
術
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

 

●
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
身
に
つ
け
よ
う
！

　

海
に
落
ち
た
人
で
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

を
着
て
い
た
人
の
生
存
率
は
85
％
。
来
て
い
な

か
っ
た
人
の
生
存
率
は
31
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
一
人
で
は
水
辺
に
行
か
な
い
！

　

水
辺
で
は
、
複
数
人
で
行
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

● 

体
調
が
悪
い
と
き
に
は
無
理
を
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
！

● 

帽
子
…
熱
中
症
を
防
ぐ
た
め
に
、
外
出
す

る
と
き
は
帽
子
を
か
ぶ
り
ま
し
ょ
う

● 

日
焼
け
止
め
…
日
焼
け
は
、
や
け
ど
の
一

種
で
す
。
水
辺
で
遊
ぶ
時
に
は
、
急
激
な

日
焼
け
を
し
な
い
よ
う
、
日
焼
け
止
め
を

ぬ
り
ま
し
ょ
う
。

● 

水
筒
…
熱
中
症
を
防
ぐ
た
め
に
、
常
に
水

分
補
給
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
の
ど
の
渇

き
を
感
じ
る
前
に
、
水
分
補
給
を
し
ま

し
ょ
う
。

● 

服
装
…
け
が
を
防
ぐ
た
め
に
、
つ
ま
先
や

か
か
と
が
隠
れ
る
靴
を
は
き
ま
し
ょ
う
。

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
身
に
つ
け
て
い
れ

ば
、
万
一
の
時
に
も
安
心
で
す
。

①
助
け
を
呼
ぼ
う
！

② 

浮
き
具
や
ロ
ー
プ
に
な
り
そ
う
な
も
の
を

投
げ
よ
う
！

③ 

手
を
伸
ば
し
て
届
く
と
き
は
、
木
の
よ
う

な
固
定
さ
れ
た
も
の
に
つ
か
ま
り
、
腹
ば

い
に
な
っ
て
自
分
に
つ
か
ま
ら
せ
よ
う
！

　

自
分
が
水
に
入
っ
て
助
け
る
こ
と
は
、
必

死
に
な
っ
て
助
け
を
求
め
て
い
る
人
に
引
き

込
ま
れ
て
し
ま
う
か
も
し
な
い
の
で
、
絶
対

や
め
ま
し
ょ
う
。

Ａ
１ 　

夏
休
み
の
７
月
と
８
月
が
、
全
体
の

40
％
を
占
め
て
い
ま
す

Ａ
２ 　

河
川
が
１
番
多
い
で
す
。
続
い
て
湖

沼
池
、
用
水
路
、
プ
ー
ル
と
続
き
ま
す
。

Ａ
３ 　

水
遊
び
を
し
て
い
る
と
き
が
１
番
多

い
で
す
。
続
い
て
水
泳
中
、
魚
と
り
・

釣
り
と
続
き
ま
す
。

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る

水
の
事
故
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

水
の
事
故
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

●
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　

も
う
す
ぐ
、
楽
し
い
夏
休
み
で
す
。
夏
休

み
に
な
る
と
、
子
ど
も
た
ち
が
海
や
川
で
遊

ぶ
機
会
が
増
え
て
き
ま
す
。

　

毎
年
、「
水
の
事
故
で
命
を
落
と
す
」
と

い
う
痛
ま
し
い
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
を
水
か
ら
遠
ざ
け

る
だ
け
で
は
、
悲
し
い
水
の
事
故
を
防
ぐ
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

大
切
な
こ
と
は
、
水
の
怖
さ
を
子
ど
も
た

ち
自
身
が
理
解
す
る
こ
と
で
す
。

　

海
や
川
と
遊
び
、
自
然
を
学
び
、
水
の
事

故
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

▲死者・行方不明者（子ども）の場所別数

海 2 人

水難の概況水難の概況
31 人31 人

平成 28年平成 28 年

湖沼池
3人 河川

20 人

プール
3人

用水路
3人

▲死者・行方不明者（子ども）の行為別数

水難の概況水難の概況
31 人31 人

平成 28年平成 28 年

水泳
4人

水遊び
14 人

その他
9人

魚とり・釣り
2 人

通行中
2人
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熱
中
症
の
症
状

７
月
１
日
か
ら
健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

熱
中
症
予
防
の
た
め
に
（
食
事
編
）

熱
中
症
予
防
の
た
め
に
（
運
動
・
環
境
編
）

けけ
んん

ここ
うう広

場
広
場

熱
中
症
を
予
防
し
て
元
気
な
夏
を

〜
７
月
は
熱
中
症
予
防
強
化
月
間
〜

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課

　

夏
に
向
け
て
、
熱
中
症
に
な
る
人
が
増
え

て
き
ま
す
。
熱
中
症
は
生
命
に
か
か
わ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
予
防
法
を
知
っ
て
い
れ

ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
、
熱
中
症
に
つ
い
て
正
し
い

知
識
を
持
ち
、
自
分
の
体
調
の
変
化
に
気
を

つ
け
る
と
と
も
に
、
周
囲
（
特
に
高
齢
者
や

子
ど
も
、
障
害
者
や
障
害
児
）
に
気
を
配
り
、

予
防
を
呼
び
か
け
あ
い
、
熱
中
症
に
よ
る
健

康
被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

次
の
よ
う
な
症
状
が
あ
れ
ば
熱
中
症
を
疑

い
ま
し
ょ
う
。

● 

め
ま
い
、
立
ち
く
ら
み
、
手
足
の
し
び
れ
、

気
分
が
悪
く
な
る

● 

頭
痛
、
吐
き
気
、
体
が
だ
る
い
、
体
が
ぐ
っ

た
り
す
る

※ 

重
症
に
な
る
と
、
高
熱
、
意
識
障
害
、
け

い
れ
ん
な
ど
が
現
れ
ま
す
。

※ 

体
調
不
良
な
ど
個
人
の
体
調
に
よ
り
、
寝

中
症
の
発
生
が
高
ま
り
ま
す
。

　

健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
申
し
込
み
、
運
動

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

事
業
の
中
で
お
勧
め
の
「
筋
力
運
動
」
を

紹
介
し
ま
す
の
で
、
是
非
、
生
活
に
取
り
入

れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

① 

一
方
の
脚
は
膝
を
曲
げ
て
床
に
つ
け
、
も

う
一
方
は
前
に
伸
ば
す
。

② 

伸
ば
し
た
脚
を
ゆ
っ
く
り
上
げ
、
膝
を
伸

ば
し
た
状
態
を
５
秒
程
度
保
ち
、
ゆ
っ
く

り
降
ろ
す
。
10
回
繰
り
返
し
、
反
対
側
も

行
う
。

※
数
を
数
え
な
が
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

規
則
正
し
い
食
生
活
を
す
る
と
と
も
に
、

こ
ま
め
な
水
分
補
給
が
大
切
で
す
。

・
朝
昼
夕
の
３
食
を
し
っ
か
り
食
べ
ま
し
ょ
う
。

・
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
摂
り
ま
し
ょ
う
。

・
の
ど
が
渇
く
前
に
水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

起
床
時
や
入
浴
の
前
後
に
も
水
分
補
給
を

し
ま
し
ょ
う
。

・ 

汗
を
か
い
た
後
は
塩
分
も
忘
れ
ず
に
補
給

し
ま
し
ょ
う
。

※ 

ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
で
は
水
分
補
給
に
は
な

り
ま
せ
ん
。

着
用
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
日
陰
を
歩
く
、

こ
ま
め
に
休
憩
を
と
る
な
ど
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

屋
内
で
は
、
冷
房
や
扇
風
機
で
温
度
を
調

節
し
、
風
通
し
を
よ
く
し
ま
し
ょ
う
。
ブ

ラ
イ
ン
ド
や
簾
な
ど
で
遮
光
し
、
室
温
を

こ
ま
め
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・  

衣
服
は
、
吸
汗
・
速
乾
素
材
や
通
気
性
の

よ
い
も
の
、
ゆ
っ
た
り
し
た
も
の
を
着
用

し
ま
し
ょ
う
。

・ 

日
頃
か
ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
で
汗
を
か

く
習
慣
を
身
に
つ
け
、
体
を
暑
さ
に
慣
ら

し
ま
し
ょ
う
。

・ 

体
を
鍛
え
て
、
筋
力
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

暑
さ
を
避
け
る
と
と
も
に
、
適
度
な
運
動

を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

・ 

屋
外
で
は
、
炎
天
下
や
高
温
多
湿
の
場
で

の
作
業
や
運
動
は
避
け
、
日
傘
や
帽
子
を

※ 

急
に
暑
く
な
っ
た
日
や
屋
内
に
い
る
と
き

も
注
意
が
必
要
で
す
。

熱
中
症
が
疑
わ
れ
た
ら

【
涼
し
い
場
所
へ
】

　

冷
房
が
効
い
て
い
る
室
内
や
風
通
し
の
よ

い
日
陰
な
ど
、
涼
し
い
場
所
へ
避
難
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

【
体
を
冷
や
す
】

　

衣
服
を
ゆ
る
め
て
、
首
の
周
り
や
脇
の
下
、

足
の
付
け
根
な
ど
冷
や
し
ま
し
ょ
う
。

【
水
分
補
給
】

　

水
分
や
塩
分
、
経
口
補
水
液
な
ど
を
補
給

し
ま
し
ょ
う
。

※ 

自
力
で
水
が
飲
め
な
い
、
意
識
が
な
い
場

合
は
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

椅子を使った足上げ運動

　膝を支える、曲げ伸ばしするために

重要な太ももの筋肉の運動です。
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梅
雨
の
終
り
の
大
雨
に
注
意

梅
雨
の
終
り
の
大
雨
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
！

し
ま
し
ょ
う
！

ロ
コ
モ
を
防
い
で
健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う

●問い合
わせ先

　いきい
き相談セ

ンター（
役場福祉課

内）

　℡ 07
96・36

・4004
（直通）

　

ロ
コ
モ
と
は
、
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
の
略
の
こ
と
で
、
骨
や
関
節
、

筋
肉
な
ど
の
運
動
器
に
老
化
に
伴
う
障

害
が
起
こ
り
、
立
つ
、
歩
く
と
い
っ
た

日
常
的
な
運
動
機
能
が
低
下
し
、
生
活

に
支
障
が
で
る
状
態
を
い
い
ま
す
。

　

要
介
護
状
態
に
な
る
原
因
に

｢

転

倒
・
骨
折｣

「
関
節
疾
患
」
と
「
運
動

器
の
障
害
」
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
現
在
、

ロ
コ
モ
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
や
認
知
症
と

並
び
健
康
寿
命
を
短
く
し
、
要
介
護
状

態
を
招
く
大
き
な
要
因
の
一
つ
に
な
っ

て
い
ま
す
。

【
７
つ
の
ロ
コ
モ
チ
ェ
ッ
ク
！
】

　

思
い
あ
た
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

１
つ
で
も
該
当
す
る
場
合
は
ロ
コ
モ

の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

①
片
脚
立
ち
で
靴
下
が
は
け
な
い

② 

家
の
中
で
つ
ま
ず
く
、
滑
る

③ 

階
段
を
上
る
の
に
手
す
り
が
必
要

④
横
断
歩
道
を
青
信
号
で
渡
り
き
れ
な
い

⑤
15
分
く
ら
い
続
け
て
歩
け
な
い

⑥ 

２
㎏
（
１
ℓ
の
牛
乳
パ
ッ
ク
２
個
）
程

度
の
買
い
物
を
持
ち
帰
る
の
が
困
難

⑦ 

掃
除
機
の
使
用
や
布
団
の
上
げ
下
ろ
し

な
ど
家
の
中
の
や
や
重
い
仕
事
が
困
難

【
ロ
コ
モ
を
予
防
す
る
ポ
イ
ン
ト
】

　

い
つ
ま
で
も
自
分
の
足
で
歩
き
続
け

て
い
く
た
め
に
、
体
を
動
か
し
て
脚
や

腰
の
筋
肉
に
適
度
な
刺
激
を
与
え
、
ロ

コ
モ
を
予
防
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問い合わせ先

役場総務課防災安全室

梅
雨
の
気
圧
配
置
っ
て
？　

　

北
海
道
の
北
側
に
あ
る
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
海

高
気
圧
（
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
気
団
）」
と
南
の

海
上
に
あ
る
「
太
平
洋
高
気
圧
（
小
笠
原
気

団
）」
が
日
本
付
近
で
ぶ
つ
か
っ
て
い
る
状

態
が
梅
雨
の
気
圧
配
置
で
す
。

　

こ
の
２
つ
の
空
気
の
か
た
ま
り
に
境
目
が

で
き
、こ
の
境
目
が
線
の
よ
う
に
延
び
て「
前

線
」
が
で
き
ま
す
。

梅
雨
の
終
わ
り
に
大
雨
が
多
い
の
は
な
ぜ
？

　

梅
雨
の
終
わ
り
に
近
づ
く
と
、
南
西
の
方

か
ら
暖
か
く
て
湿
っ
た
空
気
の
か
た
ま
り
が

押
し
寄
せ
、
さ
ら
に
南
か
ら
も
暖
か
い
湿
っ

た
風
が
吹
き
つ
け
て
き
ま
す
。
こ
れ
ら
が
前

線
を
刺
激
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
雨
を
も

た
ら
し
ま
す
。

　

大
雨
が
降
っ
た
時
に
は
、
気
象
台
が
「
大

雨
警
報
」
や
、
県
と
気
象
台
が
合
同
で
「
土

砂
災
害
警
戒
情
報
」
を
発
表
し
ま
す
。
こ
れ

ら
の
情
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
に
慌
て
な
い

よ
う
に
、
日
頃
か
ら
非
常
用
持
出
袋
の
点
検

や
、
家
の
周
り
の
点
検
を
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

▲梅雨の気圧配置
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【事例】

　モデル事務所の HPに「絵画モデル、手や足

のモデルで高収入が得られる！」という募集を

見つけた。

　連絡は SNSでするように書いてあったので、

メールした。その後、指示されたとおり、ある

アパートの一室に向かい、面接を受けた。

　しかし、なぜか運転免許証のコピーを取られ

た上、アダルト DVDの出演を勧められた。

　何とか断ったが、今でも頻繁にメールが届く。

どうすればいいか。

【ひとことアドバイス】

◆  10 ～ 20 代の女性を中心にこうしたトラブ

ルが発生しています。

◆ 街中でのスカウトに加え、スマートフォンな

どで見つけたオーデションや SNS に書き込

まれたタレント募集の広告を見て、自分から

連絡を取ったことがきっかけでトラブルに巻

き込まれるケースもあります。

◆ 中には、強引にアダルト DVD の出演を迫ら

れた場合もあります。安易な契約は絶対に

行ってはいけません。

◆ 活動内容、費用を確認して家族に相談するな

ど、冷静に判断しましょう。

相談は
　こちらへ…

役場消費生活センター（町民課内）　℡ 0796・36・1941（直通）たじま消費者ホットライン　℡ 0796・23・1999※相談無料で秘密は厳守 !!

　賢い消費者になりましょう！

活費 相談

タレントモデル契約のトラブルに注意！
～バイトのつもりが…？～

～クリーン作戦など不法投棄廃棄物回収活動を実施～

不法投棄を「しない」「させない」不法投棄を「しない」「させない」

●問い合わせ先　役場町民課

　ごみのポイ捨て、廃棄物の不

法投棄は法律により禁止されて

います。

　ごみが捨てられると地域環境

が悪化するとともに、放置する

と新たなごみが捨てられる要因

にもなります。

　不法投棄をさせないためには、

地域全体で土地を清潔に保つな

ど、ごみを捨てられない環境づ

くりが必要です。

　今後とも、クリーン作戦など

不法投棄廃棄物回収活動に積極

的に参加していただき、不法投

棄を「しない」「させない」環

境づくりを進めましょう。

　4月 16 日に村岡区内、6月

3 日に小代区内、6 月 4 日に

香住区内で、町内の各世帯や

企業、各種団体の皆さんの

協力のもと、道路沿いに散乱

しているごみの回収など、ク

リーン作戦を実施しました。

　（一社）兵庫県産業廃棄物協

会但馬支部では、毎年、ボラン

ティア活動として不法投棄廃棄

物回収活動を実施しており、本

年度は、6月 7 日に本町と新温

泉町内の２ヵ所で、（一社）兵

庫県測量設計業協会但馬支部と

合同の不法投棄廃棄物回収活動

を実施しました。

▲県産業廃棄物協会による不法投棄廃棄物回収活動

▲クリーン作戦の実施風景
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

　7月 28 日から宮城県などで開催される、平成 29 年度全国高等学校総合体育

大会（インターハイ）のバレーボール女子に村岡中学校出身の西﨑彩
い ろ は

葉さん（鳥

取県立岩美高校２年）が出場します。

　西﨑さんは「初めての全国大会で緊張もあるけど、このメンバーと全国の舞台

で試合ができることが楽しみです」と抱負を語ってくれました。

村岡中学校出身

平成 29年度 全国高等学校総合体育大会（インターハイ）に出場！

文文  

芸芸  

かか  

みみ

香
美
町
高
齢
者
大
学「
そ
ぶ
キ
ャ
ン
パ
ス
」

香
美
町
高
齢
者
大
学「
そ
ぶ
キ
ャ
ン
パ
ス
」

〜 

俳
句
講
座 

〜　

選
者 

岩
崎 

鳥
衣

〜 

短
歌
講
座 

〜　

選
者 

有
本 

倶
子

八
木
川
の
流
れ
に
添
え
ば
源
氏
蛍
そ
の
一
瞬
は
浮
き

世
の
中
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
本
さ
や
か

日
焼
け
止
め
帽
子
に
タ
オ
ル
虫
よ
け
と
畑
へ
出
で
ゆ

く
身
支
度
整
う　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
田
惠
子

田
に
映
る
白
き
雲
乱
し
て
田
植
は
じ
ま
り
ぬ
そ
よ
風

は
髪
散
ら
し
て
ゆ
き
ぬ　
　
　
　
　
　

岡
本
弘
子

遠
き
日
は
リ
ン
ゴ
ひ
と
つ
を
五
等
分
に
亡
母
は
分
け

た
り
吾
ら
の
前
で　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田
美
栄
子

代
満
て
に
さ
ん
き
ら
餅
や
笹
巻
を
神
棚
に
供
え
し

日
々
の
懐
か
し
き　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

力

自
作
農
と
成
り
し
を
喜
び
励
み
し
に
吾
が
田
畑
年
ご

と
山
へ
と
変
わ
り
ぬ　
　
　
　
　
　
　

田
中
富
美
子

休
耕
田
は
荒
野
と
な
り
て
虫
・
鳥
が
喜
び
エ
サ
を
さ

が
し
て
い
る
よ　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
良
治

わ
が
見
守
る
川
辺
の
樹
樹
の
青
胡
桃
に
道
行
く
人
は

足
を
止
め
た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
瀬
ト
シ

ラ
ン
ド
セ
ル
に
家
族
の
夢
つ
め
て
梅
雨
最
中
カ
ラ
フ

ル
な
傘
列
を
な
し
ゆ
く　
　
　
　
　
　

吉
村
栄
子

一
度
は
絶
滅
と
言
わ
れ
し
蛍
の
群
八
木
の
川
原
に
今

宵
は
乱
舞
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

選
者

（
掲
載
は
氏
名
の
五
十
音
順
）

こ
れ
ほ
ど
の
芽
吹
く
に
音
の
な
き
野
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
崎
鳥
衣

夜
の
し
じ
ま
ほ
の
と
明
り
を
山
法
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
内
綾
子

伐
採
の
杉
間
眩
し
き
夏
の
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岸
本
文
枝

裏
庭
は
暮
し
に
足
り
る
十
薬
茶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
垣
博
子

竹
の
皮
ス
ト
ー
ン
と
脱
ぎ
て
色
新
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栃
下
喜
幸

山
風
に
さ
ざ
波
立
て
る
代
田
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
し
ず
子

老
い
二
人
憩
え
る
畑
や
竹
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　

道
子

更
衣
老
ひ
て
一
枚
重
ね
着
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
根
富
子

植
田
み
な
光
輝
く
水
面
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
田
鶴
子

■
編
集
後
記
■

　

今
年
で
20
年
目
を
迎
え

た
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー

ク
。
中
学
２
年
生
が
「
地

域
で
『
生
き
る
力
』
を
育

成
す
る
」
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
３
人
の
中
学
生

が
役
場
に
職
場
体
験
に
来

ま
し
た
。
５
日
間
の
受
け

入
れ
の
う
ち
２
日
間
を
私

が
担
当
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
広
報
紙
の
作
成
や
行

政
放
送
を
体
験
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　

働
く
こ
と
の
大
変
さ
よ

り
、
や
り
が
い
や
喜
び
を

感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

活
動
を
心
掛
け
ま
し
た
。

　

働
く
こ
と
の
大
変
さ
を

感
じ
る
こ
と
も
大
切
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
や
り
が

い
や
喜
び
を
感
じ
、
地
域

で
働
く
こ
と
の
素
晴
ら
し

さ
を
体
験
す
る
こ
と
が

「
生
き
る
力
」
を
育
成
す

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
木
）
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

求人情報
詳細はハローワークにおたずねください

（平成 29年 6月 20 日現在、順不同）

●問い合わせ先　ハローワーク香住　　　℡ 0796・36・0136

※ このコーナーは、先月（5/21 ～ 6/20）の届出分の内、承諾を
得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

こんにちは、赤ちゃん

※ このコーナーは、先月（5/21 ～ 6/20）の届出分の内、承諾を
得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

お悔やみ申し上げます

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

まちのうごき

人　口

　男　

　女　

世帯数

カッコ内は前月比

35）

28）

7）

0）

（平成 29 年 6月 1日現在）

18,361 人（－

8,779 人（－

9,582 人（－

  6,646 世帯（±
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

　

当
日
は
肌
寒
い
天
候
で
し
た
が
、

テ
ン
ト
で
覆
わ
れ
た
プ
ー
ル
内
は
室

温
32
度
、
水
温
27
度
と
夏
の
気
分
。

　

町
内
の
小
学
生
25
人
が
集
ま
り
、

開
会
で
プ
ー
ル
使
用
時
の
注
意
点
の

説
明
を
聞
い
た
後
、
準
備
運
動
を
し

て
プ
ー
ル
の
中
へ
。

　

町
水
泳
協
会
の
指
導
で
、
バ
タ
足

や
蹴
伸
び
を
し
た
後
、
４
人
１
組
と

な
り
ロ
ン
グ
ビ
ー
ト
板
で
25
ｍ
を
泳

ぎ
ま
し
た
。

　

香
住
小
学
校
４
年
の
吉
野
帆ほ

の

か

乃
佳

さ
ん
は
「
ち
ょ
っ
と
冷
た
か
っ
た
け

ど
楽
し
い
。
ク
ロ
ー
ル
で
50
ｍ
が
泳

げ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

プ
ー
ル
開
き

５
月
27
日
、
香
住
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

▲ 4人 1組となりビート板で泳ぐ参加者の皆さん▲ 4人 1組となりビート板で泳ぐ参加者の皆さん

　

地
元
産
の
水
産
物
や
干
物
の
お
い

し
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
村
岡

区
内
の
小
中
学
校
と
出
石
特
別
支
援

学
校
み
か
た
校
の
給
食
に
、
昨
年
行

わ
れ
た
「
香
住
の
干
物
（
ひ
も
の
）

ｄ
ｅ
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
入
賞
し

た
レ
シ
ピ
で
調
理
さ
れ
た
料
理
が
提

供
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
調
理
さ
れ
た
の
は
最
優
秀

賞
の
「
香
住
の
イ
カ
ｄ
ｅ
お
つ
ま
み

風
☆
お
好
み
焼
き
」。

　

射
添
小
学
校
６
年
の
北
村
碧か

い

り吏
く

ん
は
「
ふ
わ
ふ
わ
し
た
お
好
み
焼
き

で
、
イ
カ
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
て

と
て
も
お
い
し
い
」
と
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

イ
カ
の
干
物
を
給
食
に

５
月
26
日
、
射
添
小
学
校

▲イカの干物の入ったお好み焼きを食べる児童の皆さん▲イカの干物の入ったお好み焼きを食べる児童の皆さん

　

レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
が
ほ
ぼ
満
開
と

な
っ
た
、
今
年
の
ま
つ
り
は
村
岡
少

年
少
女
音
楽
隊
に
よ
る
金
管
バ
ン
ド

演
奏
で
幕
開
け
。

　

「
じ
げ
の
グ
ル
メ
コ
ー
ナ
ー
」
で

は
、
兎
和
野
名
物
の
石
窯
焼
き
ピ
ザ

や
山
の
鍋
・
海
の
鍋
、
ホ
ル
モ
ン
焼

き
う
ど
ん
や
森
の
カ
フ
ェ
な
ど
、
多

く
の
グ
ル
メ
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま

し
た
。

　

今
年
も
、
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
の
名
所

を
充
実
さ
せ
る
た
め
苗
木
の
植
樹
を

行
い
、
家
族
連
れ
や
グ
ル
ー
プ
の
皆

さ
ん
が
、
50
本
の
苗
木
を
一
本
一
本

丁
寧
に
植
樹
し
ま
し
た
。

　

蘇
武
岳
は
か
つ
て
世
界
的
な
冒
険

家
の
植
村
直
己
が
登
っ
た
と
言
わ
れ
、

標
高
が
１
０
７
４
．
４
ｍ
。

　

13
回
目
と
な
る
今
回
の
ハ
イ
キ
ン

グ
は
新
た
な
試
み
と
し
て
神
戸
か
ら

の
バ
ス
ツ
ア
ー
も
実
施
。
京
阪
神
か

ら
の
参
加
者
15
人
を
含
む
約
１
０
０

人
の
参
加
者
が
初
夏
の
新
緑
ハ
イ
キ

ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

大
阪
市
か
ら
初
め
て
参
加
し
た
女

性
は
「
ダ
ブ
ル
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
で
こ

の
蘇
武
岳
を
走
っ
て
い
る
の
で
、
一

度
ハ
イ
キ
ン
グ
で
登
っ
て
み
た
か
っ

た
。
き
つ
か
っ
た
け
ど
歩
き
や
す
く

気
持
ち
良
か
っ
た
で
す
」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

う
わ
の
ツ
ツ
ジ
ま
つ
り

蘇
武
岳
町
民
ハ
イ
キ
ン
グ

５
月
21
日
、
兎
和
野
高
原
野
グ
リ
ー
ン
広
場

５
月
28
日
、
村
岡
区
内

▲ツツジに囲まれダンスを楽しむ参加者の皆さん

▲新緑ハイキングを楽しむ参加者の皆さん

▲ツツジに囲まれダンスを楽しむ参加者の皆さん

▲新緑ハイキングを楽しむ参加者の皆さん
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地
元
食
材
を
地
元
の
高
校
生
に

知
っ
て
も
ら
お
う
と
香
美
町
と
と
活

隊
が
、
県
立
香
住
高
校
の
海
洋
科
学

科
の
１
年
生
40
人
を
対
象
に
出
前
講

座
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

同
隊
員
の
澤
田
敏
幸
さ
ん
か
ら
、

町
の
漁
業
な
ど
の
話
を
聞
い
た
後
、

実
習
室
に
移
動
し
、
香
住
港
小
型
ベ

ニ
ガ
ニ
組
合
が
提
供
し
た
香
住
ガ
ニ

を
同
隊
員
の
長
谷
川
加
奈
子
さ
ん
の

指
導
の
も
と
、
１
人
１
匹
ず
つ
身
抜

き
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
香
住
ガ
ニ
を
調
理
し
た
山

本
航こ

う

き暉
さ
ん
は
「
テ
レ
ビ
で
見
る
よ

り
身
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
難
し
か
っ

た
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

日
本
海
で
の
ト
ロ
ー
ル
漁
業
実
習

の
た
め
、
６
月
６
日
か
ら
但
州
丸
に

乗
り
込
ん
で
い
た
、
県
立
香
住
高
校

海
洋
科
学
科
オ
ー
シ
ャ
ン
コ
ー
ス
の

３
年
生
17
人
の
生
徒
が
、
29
日
、
香

住
漁
港
東
港
に
無
事
帰
港
し
、
保
護

者
な
ど
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

下
船
式
で
、
渡
邉
保
幸
校
長
よ
り

「
実
習
を
通
し
て
一
回
り
大
き
く
な

り
、
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
こ
の
経

験
を
将
来
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
」
と

ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

生
徒
を
代
表
し
て
坂
本
海か

い
せ
い聖
さ
ん

は
「
家
族
や
友
達
に
感
謝
し
、
こ
の

航
海
の
経
験
を
生
か
し
頑
張
っ
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

全
長
24
㎞
、
最
大
標
高
差
４
０
８

ｍ
も
あ
る
、
こ
の
大
会
に
挑
戦
し
た

の
は
、
北
は
北
海
道
か
ら
西
は
鹿
児

島
ま
で
の
２
７
６
１
人
の
ラ
ン
ナ
ー
。

　

村
岡
高
等
学
校
の
生
徒
た
ち
に
よ

る
吹
奏
楽
演
奏
や
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ

ン
踊
り
、
ハ
イ
タ
ッ
チ
に
見
送
ら
れ

た
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
は
、
カ
ー
ブ
と
起

伏
の
激
し
い
山
あ
い
の
コ
ー
ス
を
駆

け
巡
り
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
応
援
と
い
う
村
岡
高
校

１
年
の
中
田
結ゆ

い

こ子
さ
ん
は
「
こ
ん
な

に
た
く
さ
ん
の
人
が
参
加
し
て
い
て

驚
い
た
。
頑
張
っ
て
、
と
い
う
気
持

ち
で
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
し
ま
し
た
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

旬
を
迎
え
た
日
本
海
の
イ
カ
を
ア

ピ
ー
ル
し
よ
う
と
、
イ
カ
ソ
ー
メ
ン

の
早
食
い
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

水
揚
げ
さ
れ
た
ば
か
り
の
ス
ル
メ

イ
カ
の
刺
身
約
１
０
０
ｇ
を
長
さ
約

40
㎝
の
箸
で
食
べ
き
る
ま
で
の
タ
イ

ム
を
競
う
こ
の
大
会
に
参
加
し
た
の

は
、
県
内
外
か
ら
の
20
人
。

　

優
勝
し
た
の
は
神
戸
市
か
ら
参
加

し
た
中
西
龍り

ゅ

う

と登
さ
ん
（
19
歳
）。
中

西
さ
ん
は
「
全
く
噛
ま
ず
に
勢
い
で

飲
み
込
み
ま
し
た
。
２
年
前
は
準
優

勝
だ
っ
た
の
で
、
優
勝
で
き
て
う
れ

し
い
で
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

香
住
ガ
ニ
を
知
ろ
う
！

ト
ロ
ー
ル
漁
業
実
習

第
25
回
み
か
た
残
酷
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会

初
夏
！
ジ
オ
パ
ー
ク
で
食
べ
る

イ
カ
ソ
ー
メ
ン
早
食
い
大
会

５
月
30
日
、
香
住
高
校

６
月
６
日
〜
29
日
、
香
住
漁
港
東
港

６
月
11
日
、
小
代
区
内

６
月
11
日
、
佐
津
海
水
浴
場

▲香住ガニの身抜きに挑戦する高校生の皆さん

▲漁業実習から帰港した高校生の皆さん

▲一斉にスタートするランナーの皆さん

▲イカソーメンの早食いに挑戦する参加者の皆さん

▲香住ガニの身抜きに挑戦する高校生の皆さん

▲漁業実習から帰港した高校生の皆さん

▲一斉にスタートするランナーの皆さん

▲イカソーメンの早食いに挑戦する参加者の皆さん

　

生
き
て
い
る
魚
介
に
触
れ
る
機
会

の
少
な
い
子
ど
も
た
ち
に
広
く
魚
に

親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
但
馬
漁
協

柴
山
支
所
が
香
美
町
と
と
活
隊
と
協

力
し
、
タ
ッ
チ
ン
グ
プ
ー
ル
な
ど
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
集
ま
っ
た
柴
山
幼
稚
園
、

柴
山
保
育
所
と
小
代
認
定
こ
ど
も
園

の
42
人
の
園
児
た
ち
は
、
水
槽
に

入
っ
た
サ
メ
や
エ
イ
、
タ
コ
や
イ
シ

ダ
イ
な
ど
の
魚
を
見
て
、
恐
る
恐
る

魚
を
触
り
ま
し
た
。

　

小
代
認
定
こ
ど
も
園
の
井
上
斗と

う

じ志

く
ん
は
「
サ
メ
は
少
し
怖
か
っ
た
け

ど
、
可
愛
か
っ
た
」
と
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

タ
ッ
チ
ン
グ
プ
ー
ル

５
月
30
日
、
但
馬
漁
協
柴
山
支
所

▲サメやエイなど生きた魚を触る園児の皆さん▲サメやエイなど生きた魚を触る園児の皆さん



この「広報ふるさと香美」は、自然環境を考えてソイ（大豆油）インキ、再生紙を使用しています。

役場各課など
主な施設の連絡先

〒
669 -6592　

兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
香
住
区
香
住
870の

１

TEL 0796・
36 ・

1111　
FAX 0796・

36・
3809

電
子
メ
ー
ル
　
info@town.mikata-kami.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
http://www.town.mikata-kami.lg.jp

役場本庁舎　　36・1111( 代表 )

　総　務　課　36・1111

　財　政　課　36・1942

　企　画　課　36・1962

　税　務　課　36・1113

　会　計　課　36・4321

　町　民　課　36・1110

　 消費生活センター　36・1941

　健　康　課　36・1114

　福　祉　課　36・1964

　農林水産課　36・0846

　観光商工課　36・3355

　建　設　課　36・1961

　上下水道課　36・0420

　議会事務局　36・1963

村岡地域局　　94・0321( 代表 )

小代地域局　　97・3111( 代表 )

町教育委員会　94・0101

　香住区中央公民館

　　（香住区生涯学習センター）

　　　　　　　36・3764

　村岡区中央公民館

　　　　　　　98・1366

　小代地区公民館

　　（小代区地域連携センター）

　　　　　　　97・3966

公立香住病院　36・1166

公立村岡病院　94・0111

香住文化会館　36・1026

香住老人福祉センター36・5008

村岡老人福祉センター98・1000

小代高齢者生活支援センター97・2202

（すべての施設の市外局番：0796）

町内放送が聞き取れなかった

場合はお電話ください。

専用電話番号

（０７９６）３６－１２１０

※通話料がかかります。

ふ
る
さ
と
香
美
（
第
148

号
）
平
成
29
年
7
月
13
日
発
行

発
行
／
兵
庫
県
香
美
町
　
企
画
編
集
／
企
画
課

　「香美町の地域おこし協力隊っていつもどこで何し

てるの？」

　そんな質問に答えるため協力隊メンバーの日々の活

動や暮らしを毎月交代でお知らせします。

　はじめまして、香美町地域おこし協力隊の鍛
か じ も と

治本

美
み わ

和です。

　息子が「将来は海洋関係の仕事に就きたい」という

夢を叶えたいと思ったのがきっかけで、香美町に訪れ

ることが増えました。

　子どもの頃から海辺での生活に憧れていたこともあ

り、香住の風土を見て移住を決意し、この 4月に移

住して来ました。 ▲鍛治本隊員

▲空き家所有者と相談する鍛治本隊員

▲ＮＰＯ法人ＴＵＫＵＲＵと打ち合わせをする鍛治本隊員

香美町地域おこし協力隊 日記香美町地域おこし協力隊 日記
第４話

　

私
の
主
な
業
務
は
、
移
住
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
役
場
企

画
課
で
空
き
家
バ
ン
ク
の
物
件
登
録
や
利
用
者
の
増
加
に

向
け
て
の
移
住
ツ
ア
ー
な
ど
を
企
画
す
る
こ
と
で
す
。

　

近
年
空
き
家
の
問
題
は
、
全
国
的
に
注
目
を
集
め
て
お

り
、
町
内
に
も
多
く
の
空
き
家
が
あ
り
ま
す
。
平
成
28
年

度
に
実
施
し
た
空
き
家
実
態
調
査
で
は
、
香
住
区
が
２
３

６
件
、村
岡
区
が
３
２
８
件
、小
代
区
が
１
４
９
件
と
年
々

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

空
き
家
が
適
正
に
管
理
さ
れ
な
い
こ
と
で
、
住
環
境
の

悪
化
な
ど
の
問
題
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
使
え
る
空
き
家
も
多
く
あ
り
ま
す
。
も
し
、

利
用
さ
れ
て
い
な
い
空
き
家
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
是
非
、

役
場
企
画
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
町
の
移
住
定
住
サ
ポ
ー
ト
業
務
を
行
っ
て
い
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｔ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｌ
Ｕ
と
連
携
し
、
移
住
希
望
者
の

ス
ム
ー
ズ
な
受
け
入
れ
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

香
美
町
ラ
イ
フ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
元
気
い
っ
ぱ
い
笑

顔
で
が
ん
ば
る
と
い
う
意
味
を
こ
め
て
、「
顔
晴
り
ま
す
」

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　出身は、兵庫県三木市で山田錦の産地で

生まれ育ち、田んぼを駆け回りながら育っ

たので、海辺の生活とは無縁でした。

　念願かなって現在、海辺の生活満喫中で

す。何も無いなぁと感じたりしますが、無

いなりの生活が楽しかったりします。

　まだまだ、香美町のことは分からないこ

とばかりで時間があれば地域探検をしてい

ます。気軽に声をかけてください。


